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「
あ
ま
り
食
べ
ら
れ
な
い
」
理
由
と
し

て
は
様
々
あ
る
が
、
嚥
下
に
関
係
す
る

も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

①
味
覚
障
害
　
こ
れ
は
先
行
期
に

影
響
を
与
え
る
。
亜
鉛
と
関
係
す

る
薬
剤
で
起
こ
る
が
、
薬
効
と
い

う
よ
り
も
薬
の
構
造
式
が
関
係
す

る
。

②
口
渇
　
こ
れ
は
抗
コ
リ
ン
剤

（
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
作
用
を
阻
害

す
る
薬
）
で
生
じ
準
備
期
に
影
響

を
与
え
る
（
図
１
）。

③
そ
の
他
口
腔
内
の
問
題

・
化
学
療
法
剤
に
よ
る
口
腔
粘
膜

炎
、
味
覚
異
常
、
歯
肉
出
血
、
口

内
炎
な
ど

・
Ca
拮
抗
剤
（
ア
ダ
ラ
ー
ト
、
カ

ル
ブ
ロ
ッ
ク
）、
シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
、

フ
ェ
ニ
ト
イ
ン
に
よ
る
歯
肉
肥
厚

第
12
回

理
事
会
・
総
会

第
24
回

講
演
会
　
報
告

・
抗
生
物
質
、
抗
菌
剤
、
化
学
療
法
剤

の
連
用
に
よ
る
菌
交
代
（
カ
ン
ジ
ダ
）

④
神
経
系
に
作
用
す
る
薬
の
問
題
　

咽
頭
期
に
影
響
を
与
え
、
嚥
下
反
射

の
低
下
、
悪
心
・
嘔
吐
の
発
現
、
眠
気
、

意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
、
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア

な
ど
を
起
こ
す
（
図
２
）。

食
べ
る
こ
と
に
何
か
問
題
が
あ
る
と

感
じ
た
ら
、
副
作
用
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必

要
。
薬
剤
師
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

次
に

（
２
）
嚥
下
機
能
が
落
ち
た
時
の
対
処

法
、
と
い
う
視
点
か
ら
考
察
す
る
。

誤
嚥
を
防
ぐ
た
め
に
は
（
図
３
）
の

よ
う
な
対
策
が
あ
る
。

飲
み
に
く
い
か
ら
と
い
っ
て
粉
砕
、

混
和
等
し
て
し
ま
う
と
変
質
な
ど
の
問

題
が
起
き
る
こ
と
が
多
い
。
オ
ブ
ラ
ー

（
２
面
へ
続
く
）

演
題
１
「
摂
食
や
嚥
下
に
か
か
わ
る

薬
の
話
」

講
師
　(

一
社)

埼
玉
県
薬
剤
師
会
常
務
理
事

畑
中

典
子

先
生

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
第
12
回

理
事
会
お
よ
び
総
会
が
、
７
月
10
日

（
日
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
彩
の
国
す

こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室
で
行
わ
れ

た
。総

会
で
は
、
鯉
渕
肇
副
会
長
の
開
会

今
回
は
二
つ
の
視
点
か
ら
の
講
演
が

あ
っ
た
。

（
１
）
食
事
・
嚥
下
に
影
響
す
る
薬
は

何
か薬

は
摂
食
・
嚥
下
の
５
期
（
先
行
期
、

準
備
期
、
口
腔
期
、
咽
頭
期
、
食
道
期
）

そ
れ
ぞ
れ
の
期
で
五
感
・
認
知
・
運
動

機
能
に
影
響
が
出
る
。

薬
剤
師
が
初
め
に
行
う
体
調
チ
ェ
ッ

ク
と
し
て
「
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
て
い

ま
す
か
」
と
い
う
声
か
け
が
あ
る
。

の
も
と
、
金
井
忠
男
会
長
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
大
渡
廣
信
理
事
が
、
副
議
長
に

は
大
矢
ノ
リ
子
理
事
が
選
出
さ
れ
、
平

成
27
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決
算
、
平

成
28
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
の
計

４
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
た
。（
詳
細
４
面
）

同
日
午
後
１
時
か
ら
、
す
こ
や
か
プ

ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
第
24
回
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講
演
会
に
は
、
歯
科
医
師
を
は
じ
め

薬
剤
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言

語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
や
介
護
施
設

職
員
等
約
１
５
０
名
が
参
加
し
た
。
今

回
は
、
司
会
の
出
浦
恵
子
理
事
の
も
と
、

摂
食
・
嚥
下
障
害
と
薬
の
か
か
わ
り
と

地
域
で
の
食
支
援
を
テ
ー
マ
に
２
題
の

講
演
が
行
わ
れ
た
。

（図１）



反
射
テ
ス
ト
な
ど
に
よ
る
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
Ｖ
Ｅ

(

嚥
下
内
視
鏡)

や
Ｖ
Ｆ(

嚥
下
造

影
検
査)

な
ど
の
精
密
検
査
も

必
要
と
な
る
。
嚥
下
の
問
題
に

触
れ
る
時
に
、
機
能
的
な
問
題

は
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
可

能
で
あ
る
が
、
「
ど
の
食
物
・

水
分
が
難
し
い
」、「
ど
れ
な
ら

飲
め
る
」
な
ど
の
確
認
に
は
、

環
境
・
姿
勢
な
ど
の
実
態
把
握

が
必
要
で
あ
り
、
場
所
・
時
間
、

座
位
の
角
度
、
と
ろ
み
の
状
態

な
ど
を
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
薬
を
飲
め
な
い
高

齢
者
も
多
く
、
食
事
以
外
の
嚥

下
困
難
さ
の
把
握
に
は
、
服
薬
困
難
で

わ
か
る
場
合
も
あ
る
。
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明
海
大
学
歯
学
部
付
属
病
院
で
の
診

療
内
容
の
紹
介
の
後
、
摂
食
嚥
下
関
連

医
療
資
源
マ
ッ
プ
に
よ
る
『
摂
食
嚥
下

に
関
連
す
る
問
題
に
対
応
可
能
な
医
療

演
題
２
「
地
域
で
食
事
支
援
を
行
う
た
め
に
」

講
師
　
明
海
大
学
歯
学
部
機
能
保
存
回
復
学
講
座

摂
食
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
准
教
授

て
は
、
前
フ
レ
イ
ル
期
に
お
け
る
口
腔

へ
の
関
心
度
の
低
下
は
、
う
蝕
や
歯
周

病
な
ど
の
進
行
に
よ
る
高
齢

者
の
歯
の
喪
失
に
つ
な
が
り
、

口
腔
機
能
の
低
下
に
よ
り
食

欲
や
咬
合
力
低
下
に
よ
る
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ
な
が

り
、
結
果
と
し
て
サ
ル
コ
・

ロ
コ
モ
期
を
経
て
フ
レ
イ
ル

期
に
至
る
（
図
２
）。

疾
病
に
よ
る
障
害
の
評
価

に
お
い
て
は
、
評
価
表
に
よ

る
項
目
や
基
準
の
統
一
化
が

必
要
と
な
る
。
摂
食
・
咀

嚼
・
嚥
下
は
一
連
の
動
き
で

あ
る
た
め
、
嚥
下
障
害
の
診

断
の
た
め
に
は
、
反
復
唾
液

嚥
下
テ
ス
ト(

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｔ)

や
、

資
源
に
関
す
る
調
査
報
告
』
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。
埼
玉
県
内
に
は
20
施
設
と

全
国
平
均
だ
が
、
対
応
施
設
あ
た
り
の

65
歳
人
口
は
約
８
万
人
で
全
国
４
番
目

に
多
い
。

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
摂
食
・

嚥
下
の
発
達
と
障
害
に
つ
い
て
は
、
発

達
期
お
よ
び
維
持
期
・
減
退
期
な
ど
年

齢
に
よ
る
機
能
発
達
の
程
度
や
習
熟
機

会
・
各
種
疾
病
や
障
害
に
よ
り
摂
食
・

嚥
下
機
能
の
低
下
に
つ
な
が
る
（
図

１
）
。
生
活
機
能
と
口
腔
機
能
に
つ
い

（図１）

（図２）

大
岡

貴
史

先
生

ト
の
使
用
や
簡
易
懸
濁
法
を

上
手
に
使
っ
て
ほ
し
い
。

剤
形
変
更
に
は
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
が
有
効
。
か
つ
て
は
ゾ

ロ
品
と
も
言
わ
れ
た
が
１
９

８
０
年
代
か
ら
品
質
保
証
が

進
み
付
加
価
値
が
付
い
て
き

て
い
る
（
図
４
）。
世
界
で
は

利
用
が
進
ん
で
い
る
の
で
医

療
費
削
減
の
観
点
か
ら
も
推

進
が
望
ま
れ
る
。

様
々
な
病
気
を
抱
え
る
高

齢
者
は
か
か
り
つ
け
薬
局
を

持
ち
、「
お
薬
」
の
相
談
は
是

非
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
に
し

て
欲
し
い
。

（図３）

（図４）

（図２）

改
訂
水
飲
み
テ
ス
ト(

Ｍ
Ｗ
Ｓ
Ｔ)

や
、

頸
部
聴
診
法
や
、
フ
ー
ド
テ
ス
ト
、
咳



（3）平成28年10月１日 埼玉県摂食・嚥下研究会だより 第32号

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
ポ
イ
ン
ト
は
図
３

で
あ
り
、
特
に
家
族
や
多
職
種
連
携
に

よ
る
介
護
力
は
重
要
で
あ
る
。

摂
食
嚥
下
の
問
題
へ
の
対
応
に
は
、

口
腔
周
囲
だ
け
で
な
く
様
々
な
面
か
ら

の
評
価
が
必
要
に
な
る
。
身
近
な
点
か

ら
が
第
１
歩
で
あ
り
、
①
疑
問
・
不
安

を
具
体
化
す
る
、
②
周
辺
評
価
が
第
１

で
、
機
能
評
価
よ
り
も
優
先
、
③
機
能

向
上
だ
け
が
摂
食
支
援
で
は
な
い
。

嚥
下
障
害
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
以

外
の
評
価
項
目
と
し
て
は
、
姿
勢
・
食

形
態
・
水
分
・
摂
食
量
・
嗜
好
・
覚
醒

な
ど
の
項
目
と
な
る
（
図
４
）。

肺
炎
の
95
％
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
誤
嚥
性
肺
炎
の

割
合
が
増
加
す
る
。
嚥
下
障
害
患
者
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
大
き
な
目
標
も
、
肺

炎
な
ど
の
合
併
症
予
防
や
栄
養
確
保
で

あ
り
、
ま
た
食
を
楽
し
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
決
し
て
、
経
鼻
栄
養
か
ら
全

量
経
口
へ
移
行
す
る
こ
と
や
、
な
ん
で

も
咀
嚼
で
き
る
機
能
へ
の
回
復
を
目
指

す
も
の
で
は
な
い
。

嚥
下
障
害
の
悪
循
環
を
止
め
る
た
め

に
は
、
嚥
下
障
害
か
ら
誤
嚥
に
よ
る
肺

炎
へ
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
止
め
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
地
域
に
お

け
る
医
療
機
関
お
よ
び
多
職
種
と
の
連

携
が
必
須
と
な
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
小
児
・
障
害
児
期
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
け
る
摂
食
嚥
下

障
害
の
問
題
で
、
障
害
児
の
高
年
齢
化

や
経
管
栄
養
の
増
加
の
問
題
が
あ
る
。

重
度
心
身
障
害
児
者
実
態
報
告
書
〈
神

奈
川
県
２
０
１
３
年
度
〉
に
よ
る
と
、

経
管
等
の
経
口
以
外
の
摂
取
割
合
は
、

１
９
９
３
年
度
調
査
の
13
・
１
％
か
ら

33
・
７
％
に
増
加
し
て
い
る
。

日
本
は
、
諸
外
国
に
例
を
み
な
い
ス

ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
人
口
は
、
現
在
３，

０
０

０
万
人
を
超
え
て
お
り
（
国
民
の
約
４

人
に
１
人
）
、
２
０
４
２
年
の
約
３，

９
０
０
万
人
で
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
そ
の

後
も
、
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
は
増
加

し
続
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
団
塊
の
世
代

（
約
８
０
０
万
人
）
が
75
歳
以
上
と
な

る
２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
以
降
は
、

国
民
の
医
療
や
介
護
の
需
要
が
、
さ
ら

に
増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
た
め
、
国
で
は
２
０
２
５
年

（
平
成
37
年
）
を
目
途
に
、
高
齢
者
の

尊
厳
の
保
持
と
自
立
生
活
の
支
援
の
目

（図３）

（図４）
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的
の
も
と
で
、
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
い
暮

ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
包

括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
）

の
構
築
を
推
進
し
て
い
る
。
し
か

し
、
在
宅
に
お
け
る
摂
食
支
援
に

は
、
以
下
の
よ
う
な
長
所
と
短
所

が
あ
る
（
図
５)

。

在
宅
等
の
摂
嚥
支
援
の
た
め
に

は
、
関
連
職
種
に
よ
る
情
報
収
集

が
重
要
で
あ
る
。
特
に
歯
科
医
師

の
役
割
と
し
て
は
摂
食
相
談
に
お

い
て
、
摂
食
機
能
の
客
観
的
評
価

や
精
密
検
査
の
必
要
性
の
判
断
な

ど
を
し
て
、
こ
れ
ら
を
関
連
職
種

や
家
族
に
伝
え
る
こ
と
で
あ
る
。

最
後
に
、
地
域
で

食
事
支
援
を
行
う
た

め
に
は
食
事
の
問
題

の
具
体
化
と
必
要
な

問
題
と
マ
ン
パ
ワ
ー

を
集
め
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
ま
ず
は

多
職
種
に
よ
る
情
報

共
有
と
連
携
先
の
探

索
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
目
標
は
、
①
食

べ
ら
れ
な
い
こ
と
の

予
防
、
②
栄
養
確
保

と
可
能
な
限
り
の
経

口
摂
取
の
サ
ポ
ー
ト

と
な
る
。

（図５）
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理　事

理　事

監　事

監　事

氏　名

金井　忠男

島田　　篤

鯉渕　　肇

三浦　宜彦

藤野　悦男

三木　昭代

大渡　廣信

池田里江子

内田　　淳

大岡　貴史

大久保喜惠子

大橋　幸子

大前由紀雄

大矢ノリ子

小川　郁男

廣澤　信作

清水　充子

膳亀　昭三

高久　　悟

棚橋　紀夫

出浦　惠子

中里　義博

中島　悦子

長谷川佳和

平野　孝則

深井　穫博

水田　宗達

三谷　雅人

安井　利一

湯澤　　俊

岩上　榮吉

丸木　雄一

所　属

埼玉県医師会長 

埼玉県歯科医師会長

埼玉県薬剤師会長

埼玉県立大学長

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会理事
地域保健部長

埼玉県歯科医師会
地域保健部員

埼玉県薬剤師会常務理事

埼玉県社会福祉事業団嵐山郷
医療部医幹

明海大学歯学部機能保存回復
学講座摂食嚥下リハビリテー
ション学分野准教授

埼玉県歯科衛生士会長

埼玉県作業療法士会理事・
事務局長

埼玉県耳鼻咽喉科医会会員

埼玉県看護協会常務理事

坂戸鶴ケ島医師会長

埼玉県医師会常任理事

埼玉県言語聴覚士協会長

埼玉県薬剤師会副会長

埼玉県立大学健康開発科教授

埼玉医科大学国際医療センター
脳卒中内科教授 

埼玉県歯科医師会
地域保健部副部長

埼玉県歯科医師会会員

埼玉県訪問看護ステーション
協会長

埼玉県介護支援専門員協会
代表理事

埼玉県栄養士会長

埼玉県歯科医師会常務理事

埼玉県理学療法士会事務局長

大宮医師会理事

明海大学学長

埼玉県医師会副会長

埼玉県歯科医師会専務理事

埼玉県医師会常任理事

埼玉県摂食・嚥下研究会役員名簿

（収入の部） （単位：円）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

寄付金収入

雑収入

当年度収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

20,000

1,500,000

510,000

0

0

2,030,000

904,178

2,934,178

前年度予算額

30,000

1,440,000

570,000

0

0

2,040,000

188,955

2,228,955

差異

△10,000

60,000

△60,000

0

0

△10,000

715,223

705,223

（支出の部）

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

当年度支出合計

本年度予算額

2,834,178

（519,600）

（1,650,000）

（664,578）

100,000

2,934,178

前年度予算額

2,128,955

（442,960）

（1,270,000）

（415,995）

100,000

2,228,955

差異

705,223

（76,640）

（380,000）

（248,583）

0

705,223

（平成28年７月10日現在）

第３号議案　平成28年度事業計画の承認に関する件

本格的な高齢社会を迎え、高齢者が一生元気で、健康な

生活を送れることが切実な課題となっています。「食べる」

ことに障害を持つ高齢者や障害児（者）が大勢いるにもか

かわらず、その取組みが遅れています。　

埼玉県摂食・嚥下研究会は、摂食・嚥下障害の諸問題へ

の対応や啓発指導、リハビリテーションなど目的を達成す

るために以下のとおり事業を行います。

１　講演会及び症例検討会の開催

（１）第24回 講演会

日　時：平成28年７月10日（日）13：00～16：00

場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

演題Ⅰ「嚥下とくすり」

講師：一般社団法人埼玉県薬剤師会 常務理事　

畑中 典子 氏

演題Ⅱ「地域で食事支援を行うために」

講師：明海大学歯学部機能保存会復学講座

摂食嚥下リハビリテーション分野准教授　大岡 貴史 氏

（２）第25回 講演会

日　時：平成28年11月27日（日）13：00～
場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

演題Ⅰ（選定中）

講師：埼玉県言語聴覚士会・埼玉県機能療法士会・

埼玉県理学療法士会

演題Ⅱ（選定中）

講師：林田 有貴子 氏（所沢市開業医）

（３）第26回 講演会

日　時：平成29年２月19日（日）13：00～
場　所：埼玉県県民健康センター 大会議室

演題Ⅰ（選定中）

講師：埼玉県医師会

演題Ⅱ（選定中）

講師：新潟大学医歯学総合研究科　八木 稔 氏

２　摂食・嚥下研究会だより発行、ホームページの作成・

更新。

埼玉県摂食・嚥下研究だよりを発行（年３回）

平成28年度 摂食・嚥下研究会収支予算書

ホームページの更新（http://www.ssek.net/）

３　摂食・嚥下研究会メーリングリストの作成

４　その他

必要に応じて作業委員会、摂食・嚥下研究会だより編集

委員会を開催する。

第４号議案　平成28年度収支予算の承認に関する件

（左下表）



第１号議案　平成27年度事業報告の承認に関する件

１ 会員数

（１）正会員　　　282名

（２）賛助会員　　32団体（60口）

２ 理事会

（１）日　時：平成27年７月12日（日）

（２）場　所：彩の国すこやかプラザ ２階研修室

３ 総会

（１）日　時：平成27年７月12日（日）

（２）場　所：彩の国すこやかプラザ ２階研修室

４ 講演会及び症例検討会

１）第22回 講演会

日　時：平成27年７月12日（日）13：00～16：00

場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

参加者：150名（内、正会員54名・賛助会員６名・非会員90名）

講演Ⅰ「地域で支える摂食嚥下～耳鼻咽喉科医にできるこ

と・耳鼻咽喉科医だからできること〜」

講師：地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター

耳鼻咽喉科医長　　木村　百合香

講演Ⅱ「認知症の人の食支援」

講師：北海道医療大学　看護福祉学部看護学科　地域保健

看護学講座（老年看護学部門）　教授　山田　律子

（２）第10回 症例検討会

日　時：平成27年11月29日（日）13：00～16：00

場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

参加者：104名（内、正会員72名・賛助会員２名・非会員30名）

演題Ⅰ①「経口維持加算(ミールラウンド)～口から食べる

ことをみんなで支える～」

講師：東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 老化制御　

学系口腔老化制御学講座高齢者歯科学分野助教　原　豪志

②「多職種による経口摂取の支援の重要性と経口維持加算

の制度について」

講師：埼玉県摂食嚥下研究会広報担当理事　大渡　廣信

演題Ⅱ①「地域の食形態情報共有化を目指して・・・

はじめの一歩から～施設の食形態を比べてみました 」

講師：（一社）埼玉県介護支援専門員協会前理事長　

野呂 牧人

②「施設における取り組みの紹介」

講師：北埼玉歯科医師会　石川　誠一

演題Ⅲ　医療介護総合確保推進法に基づく本県での取り組

みに関する情報提供

①「地域在宅歯科医療推進体制整備事業について」

講師：（一社）埼玉県歯科医師会地域保健部副部長

埼玉県摂食嚥下研究会理事　出浦　惠子

②「（公社）埼玉県歯科衛生士会としての関わり方について」

講師：（公社）埼玉県歯科衛生士会専務理事　落合　美穂

（３）第23回 講演会

日　時：平成28年２月14日（日）13：00～16：00

場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

参加者：219名（内、正会員67名・賛助会員12名・

非会員107名・拠点ＤＨ33名）

演題Ⅰ　①「チームで経口移行への取組みについて」

講師：埼玉県栄養士会 東松山市総合福祉エリア 管理栄養

平成27年度 摂食・嚥下研究会収支決算書

（収入の部）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

寄付金収入

雑収入

当年度収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

30,000

1,440,000

570,000

0

0

2,040,000

188,955

2,228,955

本年度決算額

24,000

1,446,000

818,000

0

45

2,288,045

188,955

2,477,000

差異

6,000

△6,000

△248,000

0

△45

△248,045

0

△248,045

（支出の部）

埼玉県摂食・嚥下研究会

第12回 総会報告

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

当年度支出合計

次期繰越収支差額

本年度予算額

2,128,955

（442,960）

（1,270,000）

（415,995）

100,000

2,228,955

本年度決算額

1,572,822

（379,594）

（782,744）

（410,484）

0

1,572,822

904,178

差異

556,133

（63,366）

（487,256）

（5,511）

100,000

656,133

士　榊原 直子

②「口腔期の障害が強い嚥下障害患者が経口摂取に至るまで

～栄養士の役割を中心に～」

講師：国保町立小鹿野中央病院 栄養科長　加藤　喜大

演題Ⅱ「口から食べることを支えるために、在宅でできること」

講師：埼玉県看護協会立　県南訪問看護ステーション

訪問看護認定看護師　木村 道子

演題Ⅲ「口腔アセスメントの効果と嚥下機能向上への取り組み」

講師：埼玉県歯科医師会 地域保健部副部長　小宮山 和正

シンポジウム「多職種連携での経口摂取支援への取り組み」

コーディネーター　埼玉県摂食・嚥下研究会 専務理事　

藤野　悦男

５　その他

（１）監査

日　時：平成27年６月５日（金）

場　所：埼玉県精神神経センター他

（２）作業委員会

日　時：平成27年４月９日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

日　時：平成27年７月30日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

日　時：平成27年10月８日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

日　時：平成27年12月17日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

６　摂食・嚥下研究会だより、ホームページの作成・更新を

実施した。

（１）埼玉県摂食・嚥下研究会だよりを発行（年３回：28

号・29号・30号）

（２）ホームページの作成・更新（http://www.ssek.net/）

（３）編集委員会

日　時：平成27年７月30日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

日　時：平成27年12月17日（木）

場　所：彩の国すこやかプラザ

第２号議案　平成27年度収支決算の承認に関する件

（単位：円）

（５）平成28年10月１日 埼玉県摂食・嚥下研究会だより 第32号



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成28年 11月27日（日）13：00～16：00
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

第25回  講 演 会

〒　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料
　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：11月18日（金）

ＪＲ京浜東北線

セブン
イレブン

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

講 師：(一社) 埼玉県理学療法士会

講 師：(一社) 埼玉県作業療法士会

講 師：(一社) 埼玉県言語聴覚士会

講 師：有貴歯科クリニック院長

「こうしてみよう！明日から使える誤嚥性肺炎
   予防テクニック」

訪問歯科診療での摂食・嚥下障害への対応
～多職種連携だからこそ継続できる「食事の楽しみ」

問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

講 演 1

講 演 2

演 題：

演 題：

リハビリテーション天草病院 地域リハビリ部 副部長 阿部 高家

蓮田よつば病院 QOL推進部 部長・地域医療相談室 室長 稲橋 秀樹

林田 有貴子

埼玉県総合リハビリテーションセンター言語聴覚科 担当部長 清水 充子


